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短 報

トビイロウン力卵の孵化条件に関する研究1

杉 本 達 美

福井県庁農林部農政普及課

(1967年1月10日 受領)

稲の大害虫であ る トビイ ロ ウ ン カ,Nilaparvata lugens

STAUの 越冬究明に関す る研究や 調査は古 くか ら行 な わ れ,

大陸か らの移動,内 地におけ る越冬な ど,い ろいろ論議 された

が,近 年次第にその実態が明 らかに されつつ ある。 三宅 ・藤原

(1962),奥 村(1963),三 宅(1964)は セ ジロウカや トビイロ

ウンカの 越冬 卵は休 眠 し,そ の休 眠卵を産む条件には低温,短

日,高 い飼育密度,餌 料の熟期な どを あげている。

本実 験は以上の諸条件下に飼育 して 得 られた,い わゆ る休眠

卵を孵化 させるために,低 温下で各種の処理を試み,若 干の知

見を得たので報告す る。 この研究は昭和41年5月 よ り10月 まで

農林省の 専 門技術 員内地留学研修に基ず き 京都大学農学部昆虫

学 研究室に在籍中に行な った ものであ る。

本文 に入 るに先 だち 終始御 指導 を賜わ った 京都大学内田俊郎

教授,高 橋 史樹助教授に深 甚な る謝意を捧 げる。 また実験を進

め るにあた って 懇 切な御教示をいただいた 森本尚武 ・水 田国康

両助手をは じめ,京 都大学 昆虫学研究室の 諸氏並びに農林省畜

産試験場奥村隆史技官に厚 く御礼 申 し上 げる。

材 料 お よ び方 法

1. 幼虫期:試 験虫は25℃ 恒温室で飼育 中のものを,イ ネ苗 に

産卵,孵 化 させて用 いた。

幼虫期 の飼育 は27.5℃, 75%RHの 室内で行ない,上 部を ガー

ゼで覆 った ガラス円筒(高 さ20cm,径14.5cm)内 に,底 部 に

わずか土の入 った12cmシ ヤー レを入れ,こ れに イネ籾(昭 和

40年 度京都大学高 槻農場 産,品 種旭)を 播 き,10cm位 に生 育

した ものを餌 と して与 えた。

飼育 中の 日長 は長 日(明,16時 間;暗,8時 間)と し,そ の

照 明は20W螢 光 灯を30cmの 高 さに設 け,そ の直下 で,一 ガ ラ

ス円筒当 り300頭 位 の高密度で飼育 した。 餌は幼苗が黄化枯死 し

は じめ ると新 しい もの と取 りかえた。

2. 成虫期:27.5℃ 室 で羽化 した成虫はただちに,根 のまわ り

をぬれた脱脂綿で覆 った出穂稲株(ホ ウネンワセ)を 入れ た 大

型試験管(高 さ20cm,径3cm)に 移 し,上 部を ガ ー ゼ で覆

い,15℃ 恒温室で飼育 した。 日長は短 日(明,8時 間;暗,16

時 間)と し,そ の照明には20W螢 光灯 を用い た。

餌の とりかえは,産 卵 の最 も少 ない11～13時 頃(佐 野,未 発

表)を 選んで,初 産卵 日まで は毎 日,そ の後 は2日 お きに行な

った。

3. 卵:15℃ で産卵 され た卵(か りに冬卵 とよぶ)は

イ) 成虫 と同様15℃ 短 日におい たもの

ロ) 産卵一定時間後6W螢 光灯(短 日)を つけた5℃ 冷蔵庫

に一定 期間処理 した もの

ハ) 0℃ 短 日に一定時間処理 した もの

な どに分 け,卵 期間,孵 化数を調査 した。

なお一部の個体で全 く産卵 しなか った もの,試 験期間 中乾燥,

カビ等 に より 全 く孵化 しなか った試験管 があ ったが,こ れ らは

すべ て調査 対象外 とした。

実 験 結 果 お よ び考 察

1. 孵化まで15℃ においた場合:15℃ 短 日で産卵 させ,そ の ま

ま孵化させた場合の卵期間や,孵 化数 を調査 した 結果 は第1表

の通 りであ る。

第1表 冬卵 と夏卵の15℃ におけ る卵期間お よび孵化率

これに よると 卵期間は長翅型 の産 んだ卵が わずかに長 く,孵

化率は翅型に よる違 いはなか った。 奥村(1963)の 場 合 よりわ

ずか短か くなってい るが,こ れ は 実験 条件に若干 の違 いがあ っ

たため と思われ る。

卵の孵化は産卵後19～20日 頃か ら39～40日 頃にかけて認め ら

れ,そ の孵化率 は奥村(1963)の 結果 とほぼ同率 であった。

一方27 .5℃ 長 日で産卵 させ た卵(か りに夏卵 とよぶ)を 産卵

直後 に15℃ 短 日に移 した場合 の卵期間は冬卵 より短か った。 ま

た孵化率 も良 好で特に長翅型は62.7%と 冬卵 の2倍 以上 の孵化

率 を示 した。 以上冬 卵 と夏卵では15℃ 短 日条件下にお いて卵期

間,孵 化 率な どに明 らかな差異が認 め られた。

2. 産 卵後5℃ に処理 した場合:15℃ 短 日下で産卵 した ものを

産 卵直後,10日 後 お よび15日 後にそれ ぞれ5℃ に移 し,そ こに

一定 期間(0, 10, 15, 20, 25, 30, 40, 50日)経 過 させ27.5℃
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に移 し孵化状 況を調査 した。 その結 果は第2表 に示す通 りであ

る。

第2表 冬卵 の5℃ 処理 日数 と孵化状況

これに よると産卵直後に5℃ 処理 せず27.5℃ に移 した ものは

全 く孵化 しなか ったが,こ の冬卵を15℃ に2日 以 上,5℃ に10日

以上おけば孵化が認め られ た。 これ は 休眠卵 を低 温処理 したた

めに孵化 した もの と思われ る。 また5℃ の処理 日数が長 くな る

ほ ど孵化に要す る 日数は短 くな る。 しか し60日 以上の長期 にわ

た った場合は産卵稲,卵 ともに枯死,死 亡 し孵化 しなか った。

一方27 .5℃ 長 日下 で稲 苗お よび出穂稲に産卵 させ た夏卵 を5°

Cに1, 2, 3, 4, 5日 お よび7日 以上(7, 10, 12, 15, 17, 20日)

おき,そ の後27.5℃ に もどし孵化状況を調べた。 結果は第3表

に示す。

これに よると冬卵を短 日の5℃ に一定期間処 理す ることに よ

り,い ずれ の処理期 間に もわ ずかずつ孵化が 認め られ るのに対

し,夏 卵では経時的に孵化率は低下 し,7日 以上5℃ 処理す る

ことによ り孵 化は全 く認め られなか った。 すなわち 夏卵では5

℃に7日 以上処 理すれば孵化 しな いが,冬 卵で は10日 以上処理

しても孵 化が認 め られた。 これ ら孵 化卵は長翅型,短 翅型いず

れ の卵か らもみられ親 のageや 飼育密度 などによる差 異はみ ら

れなか った。 また未孵 化卵を調査 した結果冬卵の70～80%は 眼

点期卵で あるのに対 し,夏 卵で は大部分が 黄斑期卵 であ った。

第3表 夏卵の5℃ 処理日数と孵化率

3. 卵を0℃ に処理 した場合:冬 卵お よび夏卵 を産下一定 後

に短 日の0℃ に処理 した後,27.5℃ に移 して孵化状況を調べた。

その結果は第4表 の通 りで ある。

第4表 冬卵 お よび夏卵の0℃ 処理 と孵化率

これに よる と夏卵は出穂稲 も幼苗 に産 卵 した もの もすべて0°

Cに24時 間処理す る ことに より 卵 は死亡 し孵化 しなか った。 し

か し冬卵は0℃ に30時 間お よび65時 間処理 して もいずれ もわず

かなが ら孵化す るものが認め られ た。 また冬 卵を15℃ に50日 間

お き一応孵化が終了 したと思われ るもの(前 述1.の 未孵化卵)

をさ らに0℃ に24時 間処理 した場合,大 部分 は孵化 しなか った

が一例 だけ孵化 した。

一方産卵稲は5℃ 処 理の時 と同 じように夏 卵のイネは枯死す

るのに対 し,冬 卵の イネは殆ん ど枯死 しない事を観察 してい る。

この ことについてはすでに村田(1942),川 瀬 ら(1964)が 指摘

している ようにあ るいは産卵植物の生死が 卵の孵化に 関与 して

いるよ うに も推察され る。



78 短 報

摘 要

1) 15℃ 短 日条件では トビイロウンカの冬 卵(15℃ 短 日産

下卵)は 夏卵(27.5℃ 長 日産下 卵)よ り卵期間長 く,孵 化率 は

低か った。

2) 冬卵 を5℃ 短 日に1C～50日 間冷蔵す ると 孵化が 遅延 し60

日以上 では孵化 しなか った。 一方 夏卵を7日 以上処理す ると孵

化 しない。

3) 0℃ 短 日に24時 間以上処理す ると夏 卵は全 く孵化 しない

が,冬 卵 はわ ずか なが ら孵化 した。

4) 冬卵 の未孵化 卵の 多 くは眼点期 卵であるのに対 し,夏 卵

の未孵化卵 の大部分 は黄斑 期卵であ った。

5) 以上の現象は成 虫の飼 育密 度,age,翅 型等 に 関係な く

み られた。
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